














[第4篇〕 血 清 アル ブ ミン分割 の輸血 効果 に
及ぼす影響に関する実験的研究







第 1項 実 験 材 料
第 2項 実 験 方 法





第2節 実 験 成 績
第 3節 小 括
第3章 総括並びに考按
結 論










































































第2節 実 験 成 績
所謂 自家血清アルブ ミン加血液輸血後の血清
蛋白濃度の推移をみると第14図に示す通 りであ
京大結研紀要 第 9巻 第 1号
る｡
即 ち, 自家血清アルブ ミン加輸血 によれば血
清蛋白濃度は比較的短時間に して上昇,24時間
以内で回復 して来る｡ しか しこれは 1-3日に














血清アルブ ミンでは,輸血直後か ら増加 し3時
間後には96%まで回復するが, 1- 3日では一
度85%まで減少 し,後次第に回復する｡他家血
清アルブ ミンでは 3時間に して未だ85%の回復
しかみ られず,その後徐々に回復 し, 5日日頃
には潟血前借 に戻 る｡




























































これら血清蛋白の変動を分劃の両 よ りみ る
と,自家血清アルブミン加輸血と他家輸血との
差はアルブミン分割の差が主である｡それ らの
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間的な回復状態を示 し,潟血前値とは 等ゞ しく
なる｡
第13表 必須アミノ酸液組 成





































第 3節 小 括
犬をラボナールで全身麻酔 し,体重 1kg当り















度は低下 し, しかもそれが主 としてアルブミン
劃分の減少に基因 しており,個体特異性アルブ
ミン分属の減少によるものであるこ と を 論 じ
た｡そこで自家血清アルブミン加血 液 を 作 成
し,犬を潟血 した後 これを輸血 して血清蛋白濃
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